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国道４６８号
首都圏中央連絡自動車道

(横浜湘南道路)②

群馬県

：再評価

①事業採択後、3年以上経過した時点で未着工の事業

②事業採択後、5年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で、3年間が経過している事業

④再評価実施後、3年間が経過している事業

⑤社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業

：事後評価
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１．位置図



○首都高速中央環状線（中央環状線）

◆都心から約８ｋｍ、延長約４７ｋｍ

○東京外かく環状道路（外環道）

◆都心から約１５ｋｍ、延長約８５ｋｍ

○首都圏中央連絡自動車道(圏央道)

◆都心から半径約４０～６０ｋｍ
延長約３００ｋｍ

首都圏
首都圏３環状道路は都心部の慢性的な

交通渋滞の緩和及び、環境改善への寄与
等を図り、さらに、我が国の経済活動の中
枢にあたる首都圏の経済活動とくらしを支
える社会資本として、重要な役割を果たす
道路。

未供用

未供用未供用

■首都圏３環状道路の概要

２．事業の目的と計画の概要（首都圏中央連絡自動車道）２．事業の目的と計画の概要（首都圏中央連絡自動車道）
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大都市圏の環状道路は、都心へ集中する幹線道路の交通のうち都心を通り抜ける

 クルマをバイパスさせ、都心の交通混雑を緩和する役割や、郊外から都心部への交通

 を分散導入する役割など、集積が著しい都市の成長に不可欠な交通機能を提供。

通過交通の抑制 分散導入効果 地域間移動 非常時の迂回機能

■環状道路の役割

２．事業の目的と計画の概要（首都圏中央連絡自動車道）２．事業の目的と計画の概要（首都圏中央連絡自動車道）

3



北京北京ソウル（韓国）ソウル（韓国） パ リパ リ

人口

（万人）
計画延長 供用延長 整備率 備考

首都圏

東京都：1,284
一都三県：3,499

(2008年値）

525km 24５km 47% 2010年4月末現在

ソウル
1,035

(2006年値)
168km 168km 100% 2007年12月28日完成

北京
1,151

（2000年値）
433km 433km 100% 2009年9月12日完成

パリ
1,161

（2006年値）
313km 267km 85% 2009年7月現在

人口はイルドフランス地域圏を対象

首都圏

合計 １０～１２車線

合計 １４～１６車線 合計 ３０車線 合計 １６～２６車線

北京やソウルはすでに環状道路を完成。東京首都圏における環状道路

 は未だ環になっていない。

未供用

未供用未供用

■諸外国の主要都市における環状道路の整備状況

２．事業の目的と計画の概要（首都圏中央連絡自動車道）２．事業の目的と計画の概要（首都圏中央連絡自動車道）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●東京圏：

　人口（環状内）：2005年3月31日時点（平成17年版 全国市町村要覧：住民基本台帳より）

　延長：2008年3月末時点（国土交通省資料） 

●パリ：

　人口（環状内）：1999年時点（Evolutions Geographiques 1962 - 1999）←データ更新されていない（2007年12月確認）

　延長：2006年12月時点（イル・ド・フランス地方圏議会道路局へのヒアリング） ←前年から新規供用はない（2007年12月確認）



●ロンドン：

　人口（環状内）：2006年時点（Regional Trends 40 2008Edition）

　延長：2003年時点（The M25 ORBITAL MOTORWAY (Department of Transport)）

●ベルリン：

　人口（環状内）2003年末時点（Gemeindeverzeichnis GV 2000）

　延長2006年時点（MAXIATLAS 2006/2007、アウトバーンHP（http://www.autobahn-online.de/）、（http://www.home.fh-karlsruhe.de/~scpa0023/Autobahn.html））







延長約３００ｋｍのうち、これまでに約１０７ｋｍが開通済。
開通した区間では、沿線の渋滞緩和や、大型商業施設の立地による地元経済の活性化
などの効果が発現。
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東ＩＣ

中
央 環

海老名南JCT

阿見東IC

田

平成2４年度

西久保JCT

高谷JCT

三郷南ＩＣ

常

磐

道

海老名JCT

平成
２２
年度

海老名IC

西久保ＪＣＴ

海老名ＪＣＴ

海老名ＩＣ

相模原ＩＣ

八王子南IＣ

八王子ＪＣＴ

開通済

木更津東IC

平成2４年度

東京都

埼玉県
茨城県

千葉県

神奈川県 平成2４年度

Ｎ

状

大栄ＪＣＴ

JCT
つくば

つくば
中央IC

川島
ＩＣ

桶川
白岡
菖蒲
ＩＣ

木
更
津
東
I
C

木
更
津
J
C
T

釜
利
谷
Ｊ
Ｃ
Ｔ

藤
沢
Ｉ
Ｃ

茂原長南ＩＣ

東金ＩＣ・ＪＣＴ

松尾横芝ＩＣ

大栄ＪＣＴ

稲敷ＩＣ

つ
く
ば
中
央
Ｉ
Ｃ

桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ

久
喜
白
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ

白
岡
菖
蒲
Ｉ
Ｃ

平成
２４
年度

平成２７年度

戸
塚
Ｉ
Ｃ

栄
I
C
・
Ｊ
Ｃ
Ｔ

 注）・東北道～木更津東ＩＣ間は、
         暫定２車線

凡　　　例

開  通  済  区  間

事　　　業　　　中

東

速

注１：未開通区間のIC・JCT名は仮称（白岡菖蒲ＩＣ、久喜白岡ＪＣＴを除く
注２：※区間の供用時期については検討が必要

水海道ＩＣ

事業中

JCT

JCT

平成２７年度

開通済

開通済

北本
ＩＣ

桶川
ＩＣ

牛久阿見ＩＣ

※

※

※

※

※

平成
２４
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平成2４年度

平成2４年度

平成2３年度

開通済

■圏央道の整備状況

２．事業の目的と計画の概要（首都圏中央連絡自動車道）２．事業の目的と計画の概要（首都圏中央連絡自動車道）
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圏央道の周辺では、その利便性を活かして、

工業団地等が進出。圏央道沿線地域への新規工場の立地面積の伸びは全国平均の約３倍。
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※１：「工場立地動向調査」（経済産業省）より作成
平成６年を1.0とした場合の新規工場立地面積（累計）の推移

■圏央道の開通と新規工場立地※１面積（累積）の推移※1

１４．６

３９．９

2.7倍圏央道沿線

全国平均

１６．９

１都４県平均

青梅ＩＣ～鶴ヶ島ＪＣＴ 開通
（圏央道初の区間開通）

八王子ＪＣＴ～あきる野ＩＣ 開通
（中央道と関越道が連結）

■圏央道沿線の地域振興・企業立地

■川島インター産業団地
民間による土地区画整理事業。
全区画の進出が決定。
（現在、５社が操業中）

川島インター産業団地川島インター産業団地

圏圏 央央 道道

国
道

２５４号

国
道

２５４号

至至

 

桶川桶川
北本北本ICIC

至至

 

坂戸坂戸ICIC

至至

 

群馬群馬

至至

 

東京東京

２．事業の目的と計画の概要（首都圏中央連絡自動車道）２．事業の目的と計画の概要（首都圏中央連絡自動車道）
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２．事業の目的と計画の概要
（１）目的

7

圏央道の一部であり、

○交通の流れの適正化

○物流・都市拠点の連絡強化（国際コンテナ戦略

 港湾の支援）

○安全・安心な国土づくりなどを目的とした事業

区

 

間

 

：自）神奈川県横浜市栄区田谷町

至）神奈川県藤沢市城南１丁目

計画延長

 

：Ｌ＝７．５ｋｍ

幅

 

員

 

：Ｗ＝２２ｍ

道路規格

 

：第１種第３級

設計速度

 

：８０ｋｍ／ｈ
車 線 数 ：４車線

事

 

業

 

費

 

：約２，１４０億円

計画交通量 ：３９，０００台／日

よこはまし

 

さかえく

 

たやちょう

ふじさわし

 

じょうなん

 

1ちょうめ

（２）計画の概要

辻堂駅
遠藤線

藤沢IC

栄IC･JCT

藤沢IC

横浜湘南道路 L=7.5km

再評価対象区間

横浜環状南線
新湘南BP

国
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国
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岐

原宿六ツ

 

浦線

阿久和

 

鎌倉線

藤

 

沢

 

厚

 

木

 

線

引

 

地

 

川

栄IC・JCT

位置図

標準横断図

計画縦断図

国道１号

 

分岐

戸塚茅ヶ

 

崎線
白

 

旗

 

川

計画交通量：
39,000台/日

3.0
22.0

7.0 7.0

(土工部)

2.52.5



横浜湘南道路

 

L=7.5km

再評価対象区間

藤沢ＩＣ

茅ヶ崎海岸IC

新湘南バイパス

茅ヶ崎西IC

茅ヶ崎中央IC

（１）横浜湘南道路事業の経緯

３．事業進捗の状況

■事業の経緯

○平成１１年度

 

：着工準備

○平成１２年７月：都市計画決定

○平成１３年度

 

：事業化

○平成１４年度

 

：用地買収着手

○平成１７年６月：工事着手
完成予想図

8

上段：将来交通量

下段：現況交通量
（H17センサス）

39,000

－

43,000

64,237

藤沢ＩＣ

至

 

新湘南バイパス

至 栄ＩＣ・ＪＣＴ(仮称)

至

 

戸塚ＩＣ（仮称）

高速横浜環状南線

至

 

公田ＩＣ（仮称）

至

 

藤沢ＩＣ

横浜湘南道路

栄ＩＣ・ＪＣＴ（仮称）



横浜湘南道路 L=7.5km

再評価対象区間

藤沢ＩＣ

茅ヶ崎海岸IC

新湘南バイパス

茅ヶ崎西IC

茅ヶ崎中央IC

３．事業進捗の状況

圏
央
道

9

（２）周辺状況

ＮＮ

至至 藤沢藤沢ICIC

至至 戸塚戸塚ICIC

栄栄ICIC・・JCTJCT

横横
浜浜
湘湘

南南
道道

路路

至至 公田公田ICIC

Ｎ

至至 栄栄ICIC・・JCTJCT

藤沢藤沢ICIC

横浜湘南道路

横浜湘南道路

国
道
１
号

国
道
１
号

至至 茅ヶ崎海岸茅ヶ崎海岸ICIC

・横浜湘南道路は、横浜環状南線、新湘南バイパス、さがみ縦貫道路等とともに圏央道の一部を形成

 する。
・横浜湘南道路の周辺は、住宅地や事業所の他、田畑や山林が点在する地域である。

ＮＮ

藤沢藤沢ICIC

至至 茅ヶ崎海岸茅ヶ崎海岸ICIC

至至 栄栄ICIC・・JCTJCT

横
浜

湘
南

道
路

横
浜

湘
南

道
路

■写真C ■写真B ■写真A

写真A

写真B

写真C

横
浜

環
状

南
線



・三大都市圏を結ぶ基幹的国土軸である東名高速と東京湾岸地域を連絡強化する
ため、広域的な道路ネットワークの形成が必要。

４．事業の必要性に関する視点

●現状 ●将来

（１）交通の流れの適正化

※京浜港（東京港、川崎港、横浜港）は阪神港（神戸港、大阪港）とと

 

もに国際コンテナ戦略港湾に選定

※羽田空港の再拡張事業（新滑走路、新国際線旅客ターミナルの整

 

備）は１０月２１日に供用開始

※交通量はＨ１７道路交通センサスによる。

10

保土ヶ谷バイパス

横浜港

東名高速

全国で最も
交通量が
多い道路

東名高速のうち
最も交通量
が多い区間

横浜町田ＩＣ

厚木ＩＣ

川崎港

横浜湘南道路

横浜湘南道路経由
のルートで分担

保土ヶ谷バイパス

羽田空港

東名高速

新東名

横浜港

川崎港

・東名高速のうち、横浜町田ＩＣ～厚木ＩＣ間は、最も交通

 
量の多い区間。
・東名高速と京浜臨海部を結ぶ保土ヶ谷バイパスは、全

 
国で最も交通量が多く、渋滞が頻繁に発生している道路。
・京浜臨海部には、８月に選定された国際コンテナ戦略港

 
湾の京浜港や１０月２１日に再拡張事業が完成した羽田

 
空港が位置している。

・保土ヶ谷バイパスに集中している交通を横浜湘南

 
道路経由のルートで分担。

・現在、整備が進められている新東名は圏央道に直

 
結する予定。

凡例
一般道

自動車専用道路等

未整備路線

羽田空港

横浜町田ＩＣ

厚木ＩＣ

圏央道



・横浜湘南道路と並行する国道１号の損失時間は349.5千人時間/年・kmで、全国平均（20.3千人

 時間/年・km）の約１７倍となっている。
・特に影取町交差点付近を中心に激しい渋滞が発生。
・横浜湘南道路の整備により、渋滞の緩和が見込まれる。

国道１号の利用交通のうち、約4割が通過交通

（２）国道１号の渋滞状況

４．事業の必要性に関する視点

※Ｈ17道路交通セ

 
ンサスより

横浜湘南道路経由
のルートに転換

通過交通割合：39％
平均トリップ長：46.0km

国道1号交通量：

 

４２，５２２台/日

至 藤沢

至 横浜
平成22年8月撮影

上
り

下
り

影取町交差点（写真②）藤沢バイパス出口交差点（写真①）

平成22年8月撮影

上
り

下
り

至 藤沢

至 横浜

11

写真②
影取

写真①
藤沢バイパス出口

現道（国道１号）の損失時間

※H20プローブデータ

凡 例
：

 

0～

 

50
：

 

50～ 100
：100～200
：200～

単位：千人時/年・km

Ｎ

損失時間：349.5千人時間/年・ｋｍ
（全国平均：20.3千人時間/年・ｋｍ）

信号交差点

横浜湘南道路 L=7.5km

再評価対象区間

影取町交差点



至 平塚

・横浜湘南道路と並行する国道１号の平均死傷事故率は135.4件／億台キロで、全国平均(102.6件

 ／億台キロ）の約１.３倍となっている。
・特に国道１号と（主）藤沢厚木線が交差する城南交差点の死傷事故率は515件／億台キロで、
全国平均の約５倍。

・市街化の進んだ地域の現道においては、抜本的な事故対策が困難であり、高規格幹線道路であ

 る横浜湘南道路の整備により交通が転換し、交通事故の減少が期待できる。

４．事業の必要性に関する視点
（３）国道１号の交通事故状況

国道１号（現道）の死傷事故内訳

平成22年10月
撮影

至 横浜

出典：交通事故統合データ（Ｈ１７－Ｈ２０）
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車両相互（追突） 車両相互（右左折） 車両相互（その他）

人対車両 車両単独

521件
（57％）179件

（20％）

149件
（16％）

25件
（3％）

33件
（4％）

国道１号（現道）の死傷事故発生状況

藤
沢
バ
イ
パ
ス
出
口

横浜湘南道路 L=7.5km

再評価対象区間

Ｎ

死傷事故率

：515件/億台キロ 死傷事故件数計測区間

死傷事故率

：435件/億台キロ 死傷事故率

：544件/億台キロ

死傷事故率

：419件/億台キロ

死傷事故率

：483件/億台キロ

城南交差点

東
小
和
田

交
番
前

城
南

影
取
町

原
宿

～50

50～100
100～200

200～

凡

 

例（単位：件/億台キロ）

信号交差点 出典：交通事故統合
データ（Ｈ１７－Ｈ２０）

上り

城南交差点



４．事業の必要性に関する視点

シールドマシン発進用立坑(H21.3完)

栄ＩＣ・ＪＣＴ

藤沢ＩＣ

藤沢側トンネル(シールド工法)
Ｌ＝２．６km

工 事

横
浜
環
状
南
線

至 新湘南バイパス

用 地

鎌倉側トンネル(NATM工法)
Ｌ＝２．８km

(土工部)

土工部・高架部
Ｌ＝１．０km

土工部・高架部
Ｌ＝０．９km

開削トンネル
Ｌ＝０．２km

・用地進捗率は約４７％（H22.10末現在）
・藤沢側シールドトンネルの発進用立坑を平成17～20年度に施工。

・用地取得状況を見極め、今後、トンネル本体工事、橋梁工事等に着手していく方針。

(４)残事業の概要

工事中・用地取得中

工事未着手・用地未着手

完成済
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５．費用対効果（計算条件）

■■総便益総便益(B)(B)

■■総費用総費用(C)(C)

道路事業に関わる便益は、平成４２年度の交通量を、整備の有無それぞれについて推計

 し、費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。

【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件

 

【参考：前回新規採択時（H12）】

・基準年次

 

：平成22年度

 

平成13年度

・供用開始年次

 

：平成29年度

 

平成20年度

・分析対象期間

 

：供用後50年間

 

供用後40年間

・基礎データ

 

：平成17年度道路交通センサス

 

平成６年度道路交通センサス

・交通量の推計時点

 

：平成42年度

 

平成32年度

・計画交通量

 

：39,000（台/日）

 

43,000（台/日）

・事業費

 

：2,140億円

 

2,140億円

・Ｂ／Ｃ

 

：1.7 2.7
14



■事業全体

■残事業

注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注２）費用及び便益額は整数止めとする。

注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

便益（Ｂ）

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

１．７

２，８９１億円 ２１２億円 ６６億円 ３，１６８億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

１，８２６億円 ９０億円 １，９１６億円

便益（Ｂ）

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

１．９

２，８９１億円 ２１２億円 ６６億円 ３，１６８億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

１，５５８億円 ９０億円 １，６４８億円

５．費用対効果
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基準年：平成２２年度



６．事業進捗の見込みの視点

○事業の計画から完成までの流れ

・用地取得率は約４７％（H２２.１０末現在）であり、一部、用地難航箇所があるが、今後も地権者等

 との話し合いを継続しながら計画的に用地取得を進める。
・藤沢側トンネルについては、用地取得状況を見極めつつトンネル本体工事に着手していく。
・鎌倉側トンネルについては、当初NATM工法にて計画されていたが、周辺地盤に与える影響を少

 なくするため、シールド工法の適用についてコスト縮減を鑑みつつ検討を進める。

16

※完成年度は、費用便益比算定上 設定した年次である

年度 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

着工準備

都市計画決定

測量地質調査
説　　明

事業化

測量・調査
・設計

測量
測量

地質調査
設計 設計 設計 立坑設計 設計 設計

設計
工法検討

設計
工法検討

設計
工法検討
防災検討

設計
工法検討
防災検討

設計 設計 設備設計

用地買収
設計用地

説　明
１％

４％ １１％ １５％ ２８％ ３８％ ４３％
設計用地

説　明
４７％

４７％
用地取得
完了予定

工事

準備工
着手

発進立坑
着手

発進立坑
完了

ﾄﾝﾈﾙ工事
着手

土工部
高架部

工事着手

完了※
(供用)



（１）

 

事業の必要性等に関する視点

・三大都市圏を結ぶ基幹的国土軸である東名高速と東京湾岸地域を連絡強化するため、広域的な道路ネットワーク

 
の形成が必要。

・圏央道周辺の国際コンテナ戦略港湾、国際空港、企業立地等を支え、物流・都市拠点の連絡強化のために重要な

 
路線。

・並行する国道１号では、全国平均の約１７倍の激しい渋滞が発生している。

・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は、１．７である。

（２）

 

事業進捗の見込みの視点

７．今後の対応方針（原案）

（３）

 

都道府県・政令市からの意見

神奈川県知事の意見：一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道（横浜湘南道路）は、さがみ縦貫道路や高速横浜

 
環状南線等と一体となって自動車専用道路ネットワークを形成し、県土構造の骨格を担う大変重要な路線である。

 
横浜湘南道路の整備によって、国道１号等の混雑緩和が図られるとともに、広域的な交通利便性が飛躍的に向上

 
し、沿線には既に多くの企業が進出するなど、県民や企業の期待も大変大きい。ついては、平成２７年度の完成目

 
標に遅れることなく、引き続き、本事業を協力に推進されたい。

横浜市長の意見：「京浜港」や「羽田空港」の国際競争力向上に向け、圏央道の一部である横浜環状南線と合せて、

 
横浜湘南道路の整備推進が必要不可欠です。さがみ縦貫道路に遅れることなく、一体的に効果を発揮させるため、

 
引き続き残事業の早期完了をお願いいたします。

１7

（４）

 

対応方針（原案）

・事業継続

・事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。

・用地取得率は約４７％（H２２.１０末現在）であり、一部、用地難航箇所があるが、今後も地権者等との話し合いを継

 
続しながら計画的に用地取得を進める。

・藤沢側トンネルについては、用地取得状況を見極めつつトンネル本体工事に着手していく。
・鎌倉側トンネルについては、当初NATM工法にて計画されていたが、周辺地盤に与える影響を少なくするため、

 
シールド工法の適用についてコスト縮減を鑑みつつ検討を進める。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29



